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「満洲国」初期の農村租税公課に関する考察
―北満地方を中心に―

陳 祥
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は じめに

小稿は､主として南清洲鉄道株式会社 (以下満鉄 と略称する)経済調査会が 1934年に ｢清洲

国｣(便宜上､以下括弧を省略する)各地で実施 した農 業 調査報告を手がか りとして､満州国初

期の農村租税公課の実態を究明することを課題 とする0

1934年の調査は､清洲国の全体的な農業経済資源を調査対象 としているQその調査成果は｢経

済資源調査報告書｣ とい うシリーズで取 り上げられた｡これ らの調査報告書は中国吉林省社会

科学院満鉄資料館に保存されている｡ 本論は､入手 したこのシリーズの調査報告書の-部を利

用 して､溝洲の農業経済にとって､比 較 的重要な北溝地方の農民に関係する観税公課について

究明したい｡

これまでの清洲国農相に関する租税公課の研究は非常に少ないO清洲農相社会そのものに触

れた研究も少ない｡江夏由樹の ｢中国東北地方における農村実態調査--康徳 三 日936)年度､

満洲国農村実態調査報告書にある統計資料について｣uほ､澗洲国窯業部臨時産業調査局の ｢農

村実態調査報告書｣を利用 して､中国東北三省の 2息力材 1095戸の公租公課関係デ-タに沿/3
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て､ノ農民 の実際負担 を検討 した｡ しか し､江夏氏は 1936年 の溝 洲同政 府 臨 時 産 業 局 が作成 した

調査資料 (『康徳 三年度 農村 実 態調査報哲苦 戸別 調 査 之部胴 金 4鞭 ))を使 っ て い る｡実は､

この調査を行 う前の 1934年 に ､満 鉄経済調香会 はす で に清 洲因の各地で巌太な経済資源調査を

行っている｡経済調査会の調 査 は ､ 満州同各地 の状 況 と清 洲地方の経済的多様性に沿ってその

まま各調査報誓書を作成 したo こ れ ら の調 査 報 告 書 の 一 部 分 は 中 国吉林省社会科学院満鉄資料

館に保存されているO本稿 は お も に こ れ ら 資 料 の う ち 北 浦 地 方 に 関 す る調査報告書を利用 して､

溝洲国の租税公課を分析す る ｡ ま た 間 時 代 に 実 施 さ れ た 満 鉄 経 済 調 査会の調査報告書 と清洲国

政府が行った調査報告 書 も 一 部 使 用 す る ｡

表 1 使用資料一覧

番号 資料名 作成者 出版年代

漫 東寧附近農業調査報告 満鉄経済調査会 l933J2

2 音素喰爾附近農業調査報告 満鉄経済調査会 1934.4

3 絞芥河地方調査報告 満鉄経済調査会 l933J2

1 北安鎮ヲ起点 トセル竜壊､奇克特､烏雲､遜河地方農業調査報告 満鉄経済調査会 i934.3

6 東寧県調査報吾畜 吉両七七､両 上古 ー93乳3

7 在庁晴雨-汗直需漬蛮骨諏亮裾 ★十 田中義素 1934.4

S 踏査地区ニ於ケル北部異能江省経済肇二惰 佐藤鶴亀人 lL)33十11

9 吉林省穆稜県穆稜河流域農業調査報哲 篠原斉 王934.5

=ー 吉終省穆稜県畜産調査報告 渡辺勇 i934.4

ll 農安､扶余地方農業調査報告 篠原斉等 l934.6

12 吉林省寧安県牡丹江流域農業調査報告 土層 ､1､丁等 19349

13 吉林省間島地方輝春､原水束子方面農業調査報告 渡辺敏 1934.9

14 京大､挑太線地方農業調査報告 福井文吉 1934.7

15 一般経済調査報告-竜鎮県､硬輝県､奇克県､烏雲県､遜河県 小泉吉雄 1934.1

16 泰来県､札棄特旗､興安嶺麓､竜江県農業調査報告 木下寿男 193乳1

17 鹿寧､輝春県縦走地帯 (吉林省東部国境地方)-.......-一般経済事情 土肥武雄､中島捨次郎 193孔8

1S 黒龍江省諏謹河南河､呼裕爾河流域農業調査報告 土居丁等 1934.9

19 中部中興安嶺､吉里爾恰山脈ノ森林並地方農村調査報告 三田村六郎､伊魔弘 1934.ll

二1 諏河､克此 泰安鎮地方農業調査報告 局厳 1934.9

22 依蘭県､勃利県地方農業調査報吾 尾崎英雄等 1934.i

23 吉林省教化県農村実態調査---般調査報告書 (康徳的三度) 臨時産業調査局 l936

-5f卜



現代社会文化研究 No.舶 2010年 7月

図 1 調査地方の位置図

注.太同学院同窓会 『大いなる哉清洲(1966年)』の清洲 国地図により作成O

王 徴税組織 と税 目

1934年段階の清洲国徴税のシステムを検討するO県政府 で農民に徴税す る部署は税絹局 と県

公署財務処である｡主に国税と県税両種類を納める｡経済資源調査報告書によると､税指局は

国税徴収を担当するのに対 して､県公署財務処は地方税徴収を徴収する｡ただ､相 当の県公署

財務処は地方税を徴収す ると同時に国税の田賦 (大観)も同時に徴収するO税摘局は他の糧穀

出産税､家畜税などの国税の徴収を行 う｡このような県は龍江県､興安東分署特喰旗､北安県､

甘南県､泰安県､言酎吋鼎があるQ他方､寧安県では税摘局が国税 と県税の徴収を行っていた｡

この ｢同税｣は､実際に省税 と国税を含めて県政府が徴税を行った｡農民はこの二つの税金を

まとめて ｢国税｣として認識 していたQ

まず国 税に注目しよ う｡満州国建国後､近代的な中央集権国家の形式的な形成によって､国

税 は 因 の 中 央 政 権が制定す る｡ しか し､満州地方には複雑な状況があって､各県は国税を徴収
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す る場 合 に も､基本 的 に 関瞳 .揚 石税 ･牲 畜税 目お産 税 につ いて徴税 す るO それ 以外 の税 目に

つ い て は ､農 安 県 ､乾安 県 ､安広 県 ､挑 安 県 の場合 はモ ン ゴル地 方 に近 いので ､主観 が存続 し

続 けた｡ 東寧 県 ､龍 江 県 ､ 臼-南 県 は免 税 に よって､調 査 当時 土地 に対す る 閏醍武は徴収 して い な

か ったQ 値 の同税税 目は各 県 の経 済実情 に よって相 当違 ってい るo

県税 は ｢地 方税 上 ｢地 方招 ｣ な ど と称 され た｡ 泰 2の各 県 の税 目状 況 の よ うに､農家 に対 し

て徴税 す る県税税 目は相 当異 な っていた｡ これ らの税 目の 中で は､晒摘 ･橡摘 廿屠摘 鎖車碑 絹

を 中心 と して課税 され てい る こ とが分 か るO 東 軍 鼎 ､探 線 県 ､徳都 県 ､龍 燦 県 ､克 山県 な ど諸

県 は前述 した 四つ の税 目以 外 に､他 の税 目も徴収 す るの で あ るo 輝 春 県 は基本 的 に的絹 を 中心

と して徴税 し､最 も北 の穫 曙 県 ､累河 市 の地方財 政 は土地 ･穀物 に締 って いないo 賭博 や娯 楽

な どの産 業 は この地方 の ｢市政維 持 の基 礎 財源 で あ｣2)つ藍o

北浦 地 方 は､満 州 地方 の穀 倉 地帯 で あ った｡ 清 洲 国政権 の農村 徴税 支配 は主 に土地 ､糧 食 と

家 畜 を 中心 と してい た｡ しか し､具体 的 に分析 す る と､徴 税 システ ムは統 一 され てい る とは言

えない｡ 県 の産 業 と状 況 に よって各 県 の 国税徴 収 は相 当違 ってい る｡ 一部 の県 は 土地 ､糧食 と

家 畜の税 収 以外 の ､他 の税 源 に も拡 大 され ､山 部 の 県 は完 全 に土地 の収 入 に頼 り､一部 の 県 は

賭 博 鼻娯 楽 に も依拠 して い るのが分 か った｡ 要す るに､清 洲 困初期 の租 税 支配 は ､県公 署財 務

処 と税 絹 局 を通 じて､戯 相 に対す る税 収 支配 を実現 す る こ とを意 図 してい た｡この意 図 の 一打で ､

各 県 は相 当 自由に税 目を設 定 して徴税 したo

県名 国税U)税 目 県税U)税 目

東寧県3う 営業税 用:毒度槻 .木石税 8米穀税 書 佃招 .樟描 .居紺 .車碑描 .京菜附加税 .車描 .情描 .出

牲畜税 .酒煙税 中鉱業税 日用 .守川畑 .遣地 紺 .木材損 .載碁招 .木耳税 .煙草欄 .

麻税 書茸税 .馬路捕 .舗指

布陣吟旗41 回順 .糧有税 .出席税 .牲市税 .魚網税 桐†日.出席税 .附加悦 .牲市税

穆稜県5) 榊賦 .糧右税 .十確税 .牲詰税 佃描 .糧描 .屠描 .車碑描 .皮脹梢 .佃亘描

農安県､乾 間規武.王租 8糧有税 .牲畜税 .買 桐畑 .特別 保持 .牲高畑 .居損 .車牌紺 .中学糧描 .箪

安県6) 契税 曲典契税 .免税 税

扶韓県7) 居fH.両賞描 .常粟描 .当描 .灘沫描 .守張損 .由美紺 .

樟右細場丁目.帰右出井fH.粧石畑 .十凍招 .魚描

寧安 県 崩) 日 賦 .緑木帖 .L)u里税 .異状悦 .土 産 税 曲牲畜税 8屠殺税 桐十日.帰招 .車碑招 .居描 .晶半紺 .膏粟 車吊 .十丑樟
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番薪税 .媒欝税 勤学所掌間租 .数学所昇科地租 書七､八年学 研地地租

瀧汗 県 ､ 甘 糧搬出藻税 .木石税 .出庫税 .碁 辛骨的招 .常骨的描 .自流華的描 .末葉骨的招 .他方招 .

南県和一 酒税 .里程 .川北税 .雄税 牽牌摘

安広輿､挑安県‖) 川崎 .十現 .糧有税 .牲畜税 .也税 佃紺 .糧丁目.車牌招 .居損

大審県】2) M賦 .糧 力税 .牲市税 佃描 .棉有税付加招 .汗 口糧描 .四厘糧描 .車碑描 .屠招 .

魚課

徳都 県まう) 大観 曹梅看税 書出産税 (豆餅税 . 舶用 .糧招 .車碑描 .暦日 .牲畜描 .亘招 .魚招 .両侍描 .

山貨戊張税 .木材税 .木叛税 .蘇税 .油税 .免税 .白魔猪税)木材 木材摘龍錬県】4) 佃描 .糧招 .車牌損 .荒す日.恥 幣車描 .亘描 .木材描 .営

附加絹 .牲姦税 .屠殺税 .営業税 .民令営業税 菜摘克東県15) 佃損 .糧紺 .車碑描 .営業描 .山嶺招 .僧侶

克 山県16) 粕損 .糧描 .牲市T日.営業畑 .山背絹 .居丁目.快罵車梢 .

車碑招 .屠宰手術料 .衛牛脅 .哩戸正絹

訴弼県】7) 瞬硝 8梅摘 .車碑摘 .営業摘 .山貨摘 .附加公益梢

摩球根 会局摘 .賓局指 .牌九局捕 .麻雀署員.飽封摘 曲数筒摘 .莱

Ⅱ 田崇武書的損と糧損 句村 費

溝洲の農業において､田瞳 と糧石税 8摘絹 と糧硝 一村費が直接に農業に賦課 される税であるO

その うちの接着税は､販売 した糧穀の価格に対 して一定の割合で課税するものである｡ 満州国

の糧石税は粗糧税 凋田糧税 目内樋税 ･豆類 税 岬 に分 けられ､それぞれに価格の 0.5% ｡1%･2.5%.

2.5%の課税率であるOこれは全国的に統 一 さ れ た 税金 と推定できるだろう｡以下はそのぼかの

税金について分析 したいO

1.田賦

国税の土地税は､県政府か ら徴収する. 省政府-送る田臓や大観など､1約の土地に対 して

定められている課税額を徴収する税であるO清朝時代には東北の土地は封禁 されていたが､清

朝末期か ら関内より漢民族が長城を越えて移住 し､それによって､旗人 と素人の土地が有償開

拓 された｡政府 もこれ らの土地か ら税金を取れる｡ 辛亥革命後､旗地は清朝か ら売 られ､また

溝族の失脚によって､ほとんど民有地になったO 田 賢武や大観は公的に政府の税収になった｡ し

かし､北浦には蒙古人が所有 している土地が多く､蒙古王公は藩洲国建国後にも相当の土地を
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所有 していた｡民国期に､それ まで徴収 されていた蒙楓の一部を田鱗 として徴収するようにな

ったが､北浦地では土地に対する賦課を豪租 とする地域が存在 し続けていた｡以下､その例で

ある｡

甘南 県の 日鯛武額は 1洞に 0.85元 とす る｡ 20)

綴碁河の田賦額は 1臓に 0.5元 とする021)

穆稜県の田賦額は 1日剛こ0.8元 とする｡22)

慶 安 ､ 扶駿県の関賦額は =滴に 0,32元とする023)

寧 安 ､ 牡 丹江の田賦額は 招緋こ0,8元 とする024)

間 島 地 方 の田賦額は =榔 こ0.8元 とする｡25)

安 広 県 の田賦額は 1咽に 0.3元､重税 0.35元とする｡ 26j

挑 安 県 の四隣は免税 され､主観は l綱に 0.3元 とする｡27)

農安県の田賦額は 日和こ0.32元 王粗 0.補 元とする｡28)

龍江県､布特喰旗､太寮県は､閏鱗を地租､三費､経徴費 と園基粗に分けている｡ 地租は

上中則 軋5元 ･下則 0.3元にな り､三費は Lo.03元 ･中 0.02元 春ド0.01元にな り､経徴費は

以上両税合計の 3%を徴 し､園基租は丈方に 0髄 7元を徴する｡29)

以上のように､溝洲園の閏賦は､大きく--般民地と墓地に分かれてお り､--｡部の県は単純に

l摘ごとに定額を賦課 し､一部の県は田鱗を更に地租､ 三費､経徴費などに分けて､土地の肥

沃度によって徴税 したo全体的に見れば､田瞳は 0.32元一0.85元の間である｡蒙地の王楓が全

国に定められなかったが､1摘 土地に 0ふ0.48元を徴収 した｡

2､的損 .糧 桶

拍手削ま関瞳 と同じように耕地に課税 し､土地 日岡ごとに課税額が決められていた｡すべて県

の収入 となるが､田瞳 と異なる｡糧指は県政府により､農民が販売 した糧穀の価格に対 して一

定の割合に課税するものである｡両方の税額は各県政府が決めるため､各県の課税額は異なっ

ている｡使用資料中では､東寧県 と頗安県と富根可県の 1933牢県税収入額の記載が見つかったO

兼寧県では､晒指 38991.29元 ･掻摘 5091.49元は県税総額 61716.36元の 63.2%と8.2%を占め

ている30)｡慶安県の摘摘 124624.77元 ･橿指 摘425滴4元は県税総額 206977,67の 60.2%と6,9%

を責めている31)｡訴河県捌 網目10890元 ･糧摘 50330元は､県税総額 828i5元の 13.呈%と60,8%

を占めている32)｡要するに､嫡絹 と糧指は県政府にとって最も重要な収入源であった0

-山方､摘梢 と騒音員の徴税方法については､以下のデータがあるo

東軍県の晒絹は 漫晒当りに 1.99元 とし､糧絹は販売額の 2%の課税である｡33)

龍江県の摘絹は瞥費消絹 や学費的絹 ･由治費的摘 ･実業費晒絹があった01時当りの晒絹

は 0.2元 ･0.13元 ･0.004元 ･0.028元 として､合計は 0.362元に賦課 されてい る034)

穆稜県の晒用は 1晒当りに i元 とし､糧絹は販売額の 2%に課税 していた｡ 35)
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農 安 県 の 拍 手削ま 用 句当 りに 1.05元 とし､糧絹は中学糧臓 と特別 緩絹に分 けて､両方 とも販

売 総 額 漫% に 課税 す る ｡ 36)

寧 安 県 捌 研 削まi摘当 りに 0.54元 とし､擾絹は売買価 格 の 2% に課税す る｡37)

琴 春 県 の 摘 草削ま昇料地臓摘 ‖摘 元i桐 ･昇科学田地摘絹 2.4元/約 〇兼清学 田地臓摘 巨97元i

晒 とな り､撮臓は売買価格の 12%に課 税 す る 0 3日)

安広県 と挑安県の摘草削ま旦元/臓で ､ 糧 絹 は 売 買価格の 3%である039)

徳都県捌 酎削ま0.5元澗向で､櫨絹は売 買 価格の 1,4%である｡ 堵0)

龍鎮県の約手削ま0.485元邦向で､糧臓は売買価格の 2.4%である｡4t)

克東県の嫡絹は0.59元邦向で､耀絹は売買価格の 3.4%である｡ 42)

克山県の略絹は 0.991元i臓で､糠梢は売買価格の 1.4%である｡43)

言酎可県の眼路は 0.26元/洞で､掻絹は売買価格の 5%である0 44)

以上､1933 年の北満地方における晒絹 と線描について概観 した｡各県の晒硝負担額 は 0.26

元一1.99元位であ り,糧指は穀物の販売額の 1.4%-12%位であった｡各県の県税徴税率は相当違

ってお り､税率の幅も広い0滴洲国初期の各県政府 は各 自地方税の徴収 を行 っていた0滴洲国

初 期 の 各 県の財政収入は主に摘梢 と糧指であ り､農業生産に対す る課税 は地方財政の基礎財源

となっていた｡

3 本月.il.

今までの研 究では清洲国の村費についてはほ とん ど言及 され ていない｡近代 中国の租税制度

の下で､国税 と県税は政府の公的な制度のもとに置かれてい た と言えるo Lか し､村費は県以

下の行政単位 の村や屯などが比較的 自由に設 けていた よ うである｡一般的に言 えば､村費は ｢村

費上 ｢屯費上 ｢保 甲費｣､ ｢自衛団費上 ｢響費｣､｢看青費｣､｢門牌費｣､r戸 口費｣な どの項 目で

構成 されてい る O た だ し ､村費に関す る詳 しい調査は 1934年の調査が行われなかった｡東寧県

での村費 調 査 で は ､ ｢地 主 辞小作人たるを問わずその耕作せ る土地-臓に対 し2.5元 よ り3元内

外の 自衛団費 を 納 む ｣ 45)と記述 されている｡ さらに､直接 な調査ではないが､衷 3の 1937年満

鉄調査資料か ら見 ると､北浦地方では土地に対 して､村費の賦課額 は一番多い｡ ほ とん ど関賦

と嫡指の合計額 より高いことが分かった｡そ して滴洲地方の習慣 では､｢門牌費上 ｢戸 口費｣な

どは､各戸に均等に課せ られてい る場合が多い｡後に説明す る吉林省永吉県南荒地村の場合 も

門 牌費は各戸に均等に徴税 されている｡要す るに､村費はそれぞれの村によってかな り違 って

い て､農民の重い負担の一つ と言える｡これ らの村費は主に清洲固県下の行 政 相 良 (保長)､屯

良 (甲長上 十家長 (牌長)､ 白衛団､村管な どの人件費 と弾 丸 ･服 装 な ど備 品 の 購 入に使われ

ていたO要す るに､村費は柑以下の行政機 関で使 われた｡
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表 3 1937年の北浦地方-都県の土地一拍当り太楓 ･晒摘 魯 キ す 資 の 課税率表 単位 :義

冊賦 佃招 村費 合計 田賦 佃梢 村費 合計

吉林車 0.615 0.700 4.470 5.7ボ5 五常県 0.615 仁040 1.550 3.205

永吉県 0.615 0.690 1.785 3.090 双城県 0.615 0.770 2,i75 3.560

額穆県 0.615 0.850 2.280 3.745 珠河県 0.015 ト600 0.ボ50 3.065

敢化県 0.615 0.770 二.7ユ5 4.725 喰 市 0,615 0.770 O.二15 I.600

樽旬県 0.615 0.770 二.360 3.745 寧安県 0.rH5 0.420 3.二70 4.305

九台県 0.615 0.850 i.000 2.465 穆稜県 0.ht5 0.770 7.41り 臥804

乾安県 0.615 0.420 0.450 i.485 東寧殿 0.615 1.GOO O.i)00 3.日5

挟幹県 0◆615 OlJJO 0.450 i.505 密llj県 0.615 1.540 1.900 4.055

農安県 0.615 0.韓OO 0.430 普.845 虎林県 0.615 0.60(ー 8.500 9.715

徳恵県 0.615 0.970 米.000 軌585 佳木斯 0,615 1.500 1.000 3十115

緑樹県 0.615 0.540 0.SO田 1.955 富錦県 0.615 ト0(10 0.790 2.465

野蘭県 0.615 0.850 2.550 4.01.5 賓酒県 0.615 二.OOO 1.500 4.115

呼蘭県 0.615 0.700 1.970 3.285 勃利県 0.615 L540 3.170 5,325

賓 県 0.615 Llこい 二.000 3.735 方正県 0,6i5 1.二ou 3十6tiO 5.495

阿城 県 0.615 0.770 1.050 ユー435 間組二県 0.(=5 0.900 0.輯70 二.385

出 飽 :満鉄北浦経済調査所 :『満州図二於 ケル土地一一嫡 当租税公課賦課率泰--康徳 4年度二於

ケル実績』1938年 5月､4責-23貢より作成

溝洲国初期の租税の徴税組織は県公署財務処 と税摘局であった｡その 二つの徴税機関は地方

税 と国税の徴収機能をはっきり分けていなかったO国税の糧石税は全国で統一されたが､土地

に課税する閏賦などは統小されてお らず､各県の国税課税 目と課税率も相当違っていた｡県税

は各県が､浄3合自主的に税 目と税率を設定 した｡摘草肖と穆絹は滴洲県政g)主要税源であった0

-万､村費は､溝洲農相にとって最 も重い負担であった｡要するに､溝洲県下の行政の財源は

主に､農業により支えられていた｡多額に徴収 された村費は自衛図 ･キナ響 ･保甲などの農村行

政組織の維持､特に人件費 8備品の財源 となっていたO満州国初期の農相行政はすでに肥大化

していたと推測できる｡

Ⅲ 吉林省南荒地村を中心とする租税公 課

漕鉄経済調査会及吉林事務所は 1934年 3月 26日よ堅‖司年 4月 昔日まで､吉林省永吉県南荒
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地相の農業調査 を行 ったOこの調査の結果は､『満州の-農村に於ける農民の租税負担』､『澗洲

に於ける-∴漁村 の農業労働者』､『溝洲に於ける----磯 村の金 融 』 46)三 つの調査報告書 として残 さ

れている｡筆者は南荒地村に関する経済関係をめぐっ て ､ 『環 日 本 海 研 究軍報狛 こ ｢溝洲[覇期 の

農村経済関係 と農民生活｣を発表 したO ここでは､以仁の 調 査 報 告 書 を 利用 して､間論文 で は

触れることのできなかったこの種の農民が負担 した国税B県税 8村費などの調査記録を分析 し

たい｡

南荒地相は吉林市の北方 50里､烏粒街の東南 旦5里日里=0.5キロメ- トル)の位置にあ り､

京図線の九粘､孤店子か ら厳北方向の位置にあるo 南 の 書 林市､北の白旗街 と愉樹県までは 自

動車道がある｡相は松花江平野にあり､地勢が平 ら で ､ 土 質 は肥沃であるo村は京図鉄道に近

く､農業商品経済は害すj合活発な村である｡調査 が 行 わ れ た 時 点 で､村の戸数は 那 戸､入 門は

395人であった｡相の土地の多 くは県城にいる大土地所有 者 が所有 していたO村全体では自作

農 と雇農が多 く､耕作面では比較的大 規模な小作農業経営が展開されていた｡村の主要な農産

物は大豆 ･高梁 ｡包来 日-ウモ コロシい 粟で､それ以外に少慶の煙草があ り､村による大豆経

済に頼っている典型な清洲相であった｡ 47)

以下､吉林省南荒地村の農民は如何 なる税金をどの程度納めていたのかについて検討 しよ う｡

(.村の租税

まず､国税 と県税について見てみよう｡南荒地村の農民は､国税である ｢大観｣ と県税であ

る ｢摘硝 ｣ については自ら県公署に赴き前年度納税票を提示の と納税することになっていた｡

納期は毎 年陽暦 12月 量目か ら翌年の 5月 31日までであ り､この期間以内に納付 しない者は滞

納者 とな ったO滞納者は､6月 1日から 15日に至る者は納税額の 5%､6月 16日か ら30日に

至る者は納税額の 10%､7月 ま日か ら30日に至る者は納税額の 20%､8月以降は納税額の 40%

の滞納処分費を徴収 され ることになっていた｡関村では租税の未納者はいなかった｡南荒地相

の農民の納めた ｢太楓｣ と ｢摘絹 ｣ の額をそれぞれ合計す ると 28,37元と 69.01元であったO

これ らの土地税が､農民が納めた 国 税 や県税の総計 254,94元の 3凱20%を責めていた｡一方 ｢軽

石税｣ と ｢糧兼特摘｣は､糧穀に対 して課する国税 と県税である｡ 軽石税は包兼 ･高梁 ･稗子

などの粗糧に対 しては価格の 0.5%､兼･小麦書大麦などの細粒 は 価 格 の 1%､豆類は価格の 2.5%

と定められていた｡橡兼特指では､各種類の梅穀に対 して価 格 の 五 % を 課 税 した｡穀物の販売

に課 した糧石税は国税の中心 となっていた｡大観以外では､村の特産の黄豆に課せ られる緩着

税の負担も重い と考えているO南荒地村で課 した国税は主に土地税の大槻 と穀物販売の梅石税

から構成 されていた｡土地税の摘絹 と穀物販売の糧栄特絹は､県税の半分 しか占めていなかっ

たO的絹は国税 の 大観 よ りず っ と高 く､県税の塵要収入 となっていた｡注意すべきは､農民が

所有する荷馬 車 に対 して賦 課 され る牽 牌 指は県税の半分を占めていたことである｡つま り､村

民の中はや や 経 済 条件 がい い農 家 は ほ と ん ど馬車を持っていたが､その馬車に対する賦課が県
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税の主な収ノ人源になっていたことが分かる｡

問題は村費であるo 村長毛の納める租税公課のなかで､村費は一番違いものであったと推 測 さ

れ る｡村の租税公課 総額 740.63元の うち､65.58%にあたる 399.25元を村費が占めていた｡ ま

ず､南荒地村の保甲費を見よう0滴洲地方では､一 部 の 地 方は保甲費を自衛用費などとして使

っているO このような地方の治安を維持するため の 費 用 は 村 費の主要な要素である.従来ほ と

んど土 地 に 対 して徴収 されたが､南荒地村の場合は､農 地 経 営 者の地主雇愚 書酎乍･自作兼小

作 ･地主兼小作 ♯小作が負担 している｡本来地主が負担すべき費用は農業耕作者に転嫁 されて

いると推定できる｡ 同 じよ うに､兵差 という負担も村の上地耕作者が負担 していることが分か

る｡ これ らの村費負担はほ とんど村の中堅階層から徴収 されたため､農家にとって多大な負担

となっていたと考えられる｡

2.両荒地村の租税公課の考察

典型的な北浦型農村である南荒地村に関する調査資料の検討により､次のことが明らかにな

った｡

南荒地村にとっては､県税は国税 より2倍多い負担であった｡村費は県税の 2倍ほどの負担

であったo村費の負担が一番塵かったことが明 らかである｡国税は大観 と糧有税 を 中 心に課税

しているO糧有税を徴す る際､県公署は直接各農産物を販売する農家に対 して 徴 収 するのでは

なくて､｢糧稜が代理で納める｣48)とい う梅穫代納の方法で徴収 されていた0滴洲国建国後､農

民をコン トロ-ルす るために､土地に賦課する同時に､土着の商業資本の糧桟 と結んで農産物

をコン トロ-ル していた と言えるO県税については､土地税の晒絹はほぼ太租の 3倍 ぐらい高

く課税 していたので､村民の大きな負担であったと考えられる｡県税の半分 ぐらいは車牌 絹 と

して徴税 したO県税は農村の土地 ･糧穀販売に対 して徴税 したほか､運搬工具の馬車まで高額

賦課 した｡ つま り､国税 と県税はほぼ全部が相の中層以 巨の農家が負担 していたことが分かっ

たO

国税 ･ 県 税 と比較 して､村費の占める割合 は 相 当大きいO南荒地村の農民にとっては､村費

が最も過盛な負担であった と言えるだろ う｡ 表 4 に よ ると､保 甲費 と兵差 と廟会費は村の土地

耕作者 に課せ られていたことが分かる｡ そ し て ､ 徴 収 された村費は自衛団､警察､保甲など農

村社会の統制組織の維持や人件費 ･銃弾費等になった｡要するに､南荒地村の農村行政機構は

すでに相当に肥大化 していたと推測できる｡ この機構 を維持するために､大部分の村費を農村

の土地耕作者に負担 させた｡ この負担は農村社会の中堅階層農家の経営活力 ｡生産意欲 再肖費

能力な どを衰退 させたO この時期の税負担は村の中 ･上層農家の所得を大幅に減少 させ､それ

によって､南荒地村の全体的貧困化 と所得格差拡大な どをもた らしていたことを うかがわせ るO
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お7コLJに

本稿 は i934年の満鉄経済調査会の経済資源調査報告書等を用いて､当時の清洲国農 民の租税

公課負担について検討 したO

第-に､農業に関係す る国税の うち､接着税税率の統一が実現 したが､土地に関係す る田賦

は各県の状況によって異なる徴収の仕方をとっていた｡第二に､県税は主に嫡絹 と糧絹 に頼 っ

てお り､村費はほとんど農業関係から徴収 していた0滴洲国の行政構造の下で県以下の行政財

源はほとんど農業に関係 していた｡農民に加担 し､そ して､村費は国税 ･県税 よ り多 く徴収 し

ていたことが分かった｡ この多額の財源のほとんどは､清洲国行政最末端の農村行政組織 の維

持のために使われていたO

南荒地村にあった兵差など賦役 と現物徴収などの存在 も考えると､満州国初期の徴税システ

ムは国税 ･県税の剥奪する以上に､重い負担の村費を農村中堅層に課税 し､農家の所得を減少

させ､農村全体の貧困化 と所得格差の拡大をもたらしたO今後引き続き清洲国期の租税公課に

ついて考察 し､村費問題についても更に掘 り下げて検討 したい｡
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｢滴洲園 ｣初期の農村租税公課に関する考察 (陳)

泰四 書林省永吉県南荒地農家の租税公課 単位 :義

農 家形態 番 Z号 l国税 県 税 柑屯費 (公課)大租 糧有税 牲姦税 簡底児 l総計 叫眉 極東醇摘 寮牌臓 総計 保甲静 兵差 l門戸静 廟会費 総計

小作 日. 6.1(ー栄 二.40 -8-:58 2.46韓.OO 】.0.4 54.1喜 4.82 1.64 60.64

9 1.60 1.6d 8.00 8.0 52.92 4.70 i.60 59.22
22 2.16 i..20 I.00 5.3 O.ホト8.00 臥8 ※ ※ ※ ※ ※

10 1.91 l十りl ¢.77 韓.OO 8.7 49.14 4.37 1.49 55.00
38 5.80 0.60 6.4 2.32 8.00 10.3 4ま.58 3.70 上26 46,54
6 0.86 I.20 二.O 0.34 i.00 4.3 ※ ※ 蔓震 ※ ※

16 i.89 0.17 I.50 0.0(ー 3.6ユ

小地作 主 47 二.10 3.5(ー 0.40 6.Oq 4.73 i.40 4,00 10_1月 44.10 3.92 i.34 49.36息3 4,62 5_91 lO.53315H54 237 米.OO ユ5.91 31.50 二.輯0 0.96 3536

自作小作 46 0.77 3,03 0.30 -tTLI 1.73 1_二1 8.00 10.9 4動7l 4.08 i.44 50.23

7 I.OO 1.53 LhO 5.i 4.50 0.61 8.00 13.ll jb.54 3,25 i.ll 40ー90

2i 1.38 J.i)J トヱO 7.5 3.12 1.98 4.00 9.i※ ※ 栄 ※ ※

確 由~二92 LOl 0.ユ0 2.1 2.08 0.41 4.00 6.4 6.30 0.564.50 0.19 ll.55

自作 8 ｢て7 0.10 2.2 4.15 i.1 7.56 O.t17 0.23 8.46

32 1.69 l十5(ー O.80 3.9 3.81 0.60 4.0 8.4i. 9.45 0.84 O.ユり 10.58
3 0.92 0.33 0.40 1.6 2.08 0.ー3 2.21 3.78 0.34 ト0(ー 0.ll 5.23
二7 O.ウニ 0.9 2.08 2.0 3.78 0.畠4 二.70 O.H 6.93
34 什64 0.6 i.45 i.4 1.tiO i.80
2 0.6ヱ 0.39 0.40 上41 L38 0.15 1.5 2.52 0.22 隻.80 0.08 4.62

地主◆磨莱労働 3号 2.92栄 二十 6_58栄 6.5 loo 1.00

30 3.08※ 3.0 6.92※ 6.9 1.OO loo

42 2.31※ 0.30 2.51 5.1り※ 5.i 二十00 2.0¢

15 0.66 0.6 0.ニト 0.ユ 6.30 0.56 0.50 0.1り T55

i i,14 2.80 3.9確 2.56 二十5 2.00 豆~.o由

5 0.49 払埠頭 1.,ll 1.ll 0.60 0.60

磨莱労働 王4 栄 栄 栄 栄 浮き

17
18
19
20 0.60 0.00
23 栄 妻寮 ※ ※ ※
ユ4 首.00 i.00
25 呈.00 LOO
26 0.20 0.2 1.00 i.00
2艶 1.00 I.00
ニり 1.00 1.0(ー
33 I.00 1.00
35 1.00 1.00
36 I.00 lt00
37 i.00 1.00
39 1.00 I.0(I
40 1.00 1.OO
41 1.00 1.00
43 I.OO 1.00
44 ※ ※ 罪 浮き 栄

人十 l二 1.00 1.00
売薬 45 0.20 0.2 3.00 2.00 5_00

合計 28.3739.69 4.0014.OO 6り､Ot 15.8784.00 399.2535.3439.00 l二.10

租∴税公課総額 :740.63

-66-



現代社会文化研究No.鵬 2010年 7月

表四の注記 :

①表は農家の一般 消費税 朴営業税を含まない

ピトー般iilj曹税 :4番 8.21元､9番二二L),9二元､10番 15.0二元､13番 23.33-7工 ユ7番 6.6二元､

コH蘇7.41元､29番こ3.74元､31番 コ.35元､32番 7.51元､37番 6.1日元､38番 24.7()元､

41番 3.92元､46番 24,26元､合計 旦63.17元

③国税 の営業税 :45番 3,90元 ､ 県税の営業税 :45番 u o元

④糧石税 と耀米特絹のデ - タ は 南 荒 地村農民の穀物販売量 と平均価格によって算出

したものである｡

⑤ ｢※｣印項は資料不足の為記入を省略 した｡ド-｣印項はゼ ロの記入省略部分であるO

⑥満鉄経済調査会 :｢溝洲の-農相に於ける農民の租税負担｣豆934年 相 月 5､6､ 旦3､掴

頁より作成｡

<注>

り 江夏由樹｢『満洲国』の農村実態調査｣(年次研究報告雷6 F3本大学理学部情報科学研究所 2006年)0

2)佐藤鶴亀人 ｢踏査地区二於ケル北部異能江省経済事情｣呈933年 11月､l那 頁0

3)満鉄経済調査会 ｢績芥河地方調査報告｣i933年 12月､52-53百O吉田英之､山下正己 ｢乗車県調査報

告書｣1934年 3月､139､140貢0
4)満鉄経済調査会 ｢斉斉喰爾附近農業調査報告｣1934年 4月､且55頁0

5)篠原斉 ｢吉林省穆稜県穆稜河流域農業調査報告j1934年 5月､62頁｡渡辺勇 ｢吉林省穆稜県畜産調査

報告｣1934年 4月､43-44頁0

6)篠原斉等 ｢農安､扶絵地方農業調査報告｣1934年 6月､46頁｡福井文吉 ｢京大､挑太線地方農業調査

報告｣1934年 7月､131頁0

7)同上､44頁｡

8)土居丁等 ｢吉林省寧安県牡丹江流域農業調査報告｣1934年 9月､74頁｡

9)土居丁等 ｢吉林省間島地方滞春､原水泉子方面農業調査報告｣1934年 9月､34頁o

10)満鉄経済調査会 ｢斉斉喰蘭附近農業調査報告｣1934年 4月､i51-153頁｡田中義英 ｢斉斉吟爾一甘南

沿道農業調査報告｣1934年 4月､29-33頁｡

ll) 福井文吉 ｢京太,挑太線地方農業調査報告｣1934年 7月､127責 0

12)同上､133頁｡

13)同前 ｢黒龍江省吾内諾を河蘭河､呼裕爾河流域農業調査報告｣56頁｡

14)同上､57頁Q

15)同上､58頁｡

16)同上,59頁0

17) 同上､60頁O土肥武雄 ｢言内河､克山県地方一般経済事情｣1934年 9月､52責｡

18)佐藤鶴亀入 ｢踏査地区二於ケル北部黒龍江省経済事情｣1933年 日 月､19呈頁O

且9)観梅は包来､高梁､粟 とし､細線は梗塞､稲衆､小麦 とし､油糧は芝麻､藤 子､蘇子とし､豆類は大

豆､育豆､黒豆､魂豆､小豆 とする9

20)同前 ｢斉斉喰爾附近農業調査報告｣157頁0

21)同前 ｢絞芥河地方調査報告｣21頁0

22)同前 ｢吉林省穆稜県穆稜河流域農業調査報告｣62頁0
23)同前 ｢農安､挟徐地方農業調査報告｣44､46頁O
24)同前 ｢吉林省寧安県牡丹江流域農業調査報告｣73頁0

25)同前 ｢吉林省間島地方滞春､涼水鬼子方面農業調査報警｣32頁.
26)同前 ｢京大､挑太線地方農業調査報告｣127頁｡

27)同上､127頁｡

28)同上､130頁｡
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29) 同前 ｢斉斉喰爾附近農業調査報告･｣151頁0

30) 同前 ｢東寧県調査報告一書｣ 142倉｡

3日 間前 ｢農安､扶除地方農 業調 査報告｣42琵0

32)同前 ｢言那珂､克山県地方 一般 経 済 酎 存｣54頁0

33)満鉄経済調査会 ｢東寧附近農業調査報吾｣11爵O

同前 ｢東寧県調査報告書｣ 139-摘2貫｡

34) 同前 ｢斉斉吟爾附近農業調査報告fi'･｣15且蔚0

35) 同前 ｢吉林省穆稜県畜産調査報告｣43､44頁0

36)同前 ｢農家､扶鯨地方農業調査報告｣42頁D

37)r鞘靖｢吉林省寧安県牡丹江流域農業調査報告｣74頁.

38) 同前 ｢吉林省間島地方輝春､ 涼水泉 子方面農業調査報や.-1 34質0

39) 同前 ｢京大､洗太線地方農業調査報吉｣ 127頁0

40) 闘 絢 r異能江華納渡河爾河､呼裕爾河流域農業調査報瞥｣56百O

･11) 吊 卜､5H巨

42) 同 量二､59煎｡

1二日 吊 卜､(lot:.it

･111吊 卜､()コE:i1

45)同前 ｢廉寧附近農業調査軸管｣ 12頁｡

46)満鉄経済調査会 ｢溝洲の -農村に於ける農民の租税負担｣ 1934年 10月｡永谷園 -｢溝洲に敷けるMA

農村の農業労働者｣は 日商鉄調査月報｣の昭和九年十月 号で載せ られた｡『満鉄調査月報』第 14巻 10

号 汗滴洲に於ける 一農村の農業労働者｣)不二出版 1985年｡

水谷国-I｢満洲に於ける一腰村の金融｣は ｢満鉄調査月額 ｣に載せ られてお らず､原本は中国 吉林省社会

科学院の満鉄資料館に保存 されている0滴鉄経済調査会 :｢満洲に於ける-農村の金融｣ 1935年 2月

47)拙著 ｢『満州国』期の農村経済関係 と農民生活｣ (新潟大学現代社会文化研究科 ･環 日本海研究室 『環

田本海研究年報』第 17号 82頁)C,

主指導教員 (芳井研 一教授)､副指噂教員 (真水康樹教授 ･山内民博准教授)
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